
 

 

 

●約５割の企業が国内消費の不振と回答 

 自社の事業活動への新型コロナウイルスの影響をたずねたところ、「国内消費の不振」が 50.6％と最も

多く、次いで「営業活動の自粛」が 42.5％、「展示会、イベント、商談会等の中止・延期」が 22.8％とな

った。 

 「飲食・宿泊・レジャー等」に限ってみると、「営業活動の自粛」が 95.2％と最も多く、次いで「国内

消費の不振」が 52.4％、「展示会、イベント、商談会等の中止・延期」が 23.8％となり、「特に影響はな

し」と回答した企業は無かった。 

 

●生産量・営業時間を縮小した企業が約６割 

 自社の新型コロナウイルス感染拡大を受けた対応についてたずねたところ、「生産量・営業時間の縮小」

が 56.5％と最も多く、次いで「特に対応を行っていない」が 25.4％となった。 

「飲食・宿泊・レジャー等」に限ってみると、「生産量・営業時間の縮小」が 76.2％と最も多く、次い

で「パートなど非正規社員の勤務時間削減」が 28.6％となった。また、「特に対応を行っていない」と回

答した企業は無かった。 
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特別調査『新型コロナウイルス感染拡大による影響』 



 

●売上は、ほぼ変化なし（10％未満の増減）と回答した企業が約 3割 

 今期（4～6月）の売上が、例年と比較してどの程度変化したかたずねたところ、「ほぼ変化なし（10％

未満の増減）」が 31.5％と最も多く、次いで「10％以上 30％未満の減少」が 24.9％となった。業種別に

みると、「製造業」は「30％以上 50％未満の減少」が 23.7％と最も多く、「非製造業」は「ほぼ変化なし

（10％未満の増減）」が 40.1％と最も多くなった。 
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●「資金繰り支援制度」については約３割が、「政府による支援策」については

約１割の企業がすでに利用したと回答 
  

新型コロナウイルス対応の資金繰り支援制度を利用したかたずねたところ、「すでに利用した」が

28.3％、「申請中である」が 21.2％となった。一方で、「今後も利用するつもりはない」は 22.0％となっ

た。 

また、政府による支援策を利用したかたずねたところ、「すでに利用した」が 11.8％、「申請中である」

が 22.1％となった。一方で、「今後も利用するつもりはない」は 16.5％となった。 

 

 

●約 4 割の企業が売上の 1～3 か月分の現預金を保有、2020 年中の資金繰

りは約 5割がやや不安があると回答 
  

新型コロナウイルスの影響が出る以前、現預金をどの程度保有していたかたずねたところ、「売上げの

1～3か月分」が 42.5％と最も多く、次いで「売上げの 3か月分以上」が 31.3％となった。 

 また、2020 年中の資金繰りについてたずねたところ、「やや不安がある」が 49.3％と最も多く、次い

で「あまり不安はない」が 23.2％となった。 
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